
現場は疲弊、切実な叫びが
　「大臣は『熟慮の末』１月から予定どおり日本年金機構を設置すると言っ
たけど、機構で、本当にサービスが良くなるのか。その『熟慮』の中身を教
えて欲しい」。「管理職も含めて多くの職員が退職している。このままでは、
現場がもたない。組織として働きやすい職場を作ってほしい」。「各地の社

会保険事務所には、未だ
に処理できない書類が積
まれ、再裁定だけでも全
国で100万件もあると言
われている。年金の仕事
は、土日に総出でやって
いる。このうえ人を減ら
して、どうなるのか」・・・
社会保険事務所の現場で
働く全厚生の仲間の悲痛
な叫びです。

安定的な運営が困難に
　5000万件の「宙に浮いた年金」の整備統合は未だ半
分です。8億5千万件の紙台帳との照合・補正も予定さ
れていますが、年金機構は現行に比べて約3000人も削
減した体制となります。派遣労働者や請負業者で記録
整備を行うと言いますが、解決できるのでしょうか。
　年金特別便の処理において別人記録の統合が198件
判明しました。原因は、委託業者の派遣社員に対する指
示の不徹底とされています。経験が必要な記録整備を
委託業者にまかせたことが大きな問題です。しかも、年
金機構発足までの処理を急がせたことがミスを招いた
要因になっています。十分な調査がされないまま「記録
なし」と出納したトラブルも多数出ています。
　様々な経過措置や特例を繰り返してきた年金制度、経
験ある職員の対応が不可欠です。

長妻厚生労働大臣
現場の実態をみてください

社会保険庁
廃止まで
あと１ヶ月

雨の中の厚生労働省前要求行動（３日雨の中の厚生労働省前要求行動（３日））

厚生労働省前「座り込み行動」本日最終日
　　10時00分～　　　スタート行動
　　12時20分～　　　昼休み厚労省前要求行動
　　15時00分頃～　　個人請願行動
　　16時00分頃～　　締めくくり行動

ご支援お願いします。



社員にのみ責任を取らせる会社がどこに?
　私の息子は近畿地区の社会保険事務所で働いています。いわゆる「のぞ
き見」で戒告処分を受け、年金機構に採用されずに現在分限免職に直面し
ています。もちろん息子の行為は大いに反省に値するものです。しかし、
その一度の行為で年金機構と厚生労働省に採用されずに分限免職という働
く者には「死刑」にも等しい仕打ちをなぜ受けなければならないのか到底
納得できません。いわんや一連の不祥事で歴代の厚生労働大臣、事務次官、
社会保険庁長官、担当局長のだれ一人としていまだにその責任をとっては
いません。不祥事を起こし、社長が責任をとらず、社員のみに責任を取ら

　

せる会社が日本全国のどこにあるのでしょうか。
　ましてその行為に対する処分は受けたわけです。これでは言葉は適当で
はありませんが、「刑を終えて出てきたものを刑務所の入口で捕まえ、裁判
なしで死刑にする」に等しい行為です。こんなことは法治国家、いわんや
失業対策を行う厚生労働省という役所で絶対にあっていいはずかありませ
ん。そのような役所から数百人の失業者を率先して作り出すことなど絶対
にあってはならないことです。
　新しい年を涙で迎えることのないように関係当局に善処していただける
ようにどうかお願いするものです。

無遅刻無欠勤で真面目に働いている息子がなぜ?
　私は、地方社会保険事務センターに勤めております職員の母親
です。日本年金機構への不採用通知を受け、早５ヶ月が経ちまし
た。罪を犯した訳でもないし、悪いことをした訳でもない、無遅
刻無欠勤で真面目に働いている息子がどうして不採用になるので
しょうか。職員の殆どの方がおかしいと感じています。
　このような理不尽な判断がなぜ下されたのか、本人はもちろん
家族全員が憤りを感じ、どうすれば息子の名誉回復ができるのか、
それだけが私たち家族の強い願いです。
　厚生労働大臣の言葉で、私たち家族は、益々苦しみ悲しい気持
ちで一杯になり、民主党のマニフェストを信じて、選挙にも一票
を投じましたが、裏切られた思いです。

厚生労働省を希望してなぜ分限免職に?
　社会保険庁入庁2年目の職員の母親です。息子は、入庁後１年もたた
ないうちに意向調査され、厚生労働省一本を希望したため内定をとれて
いません。このままでは分限免職になってしまいます。当面、雇用先の
確保に全力を尽くすと報道されてから１ヶ月あまり、いまだに何もあり
ません。民主党の言う一人一人の幸せ、人のいのち、友愛精神とは何で
すか？年末にかけ、雇用が悪化すると言われる中、その雇用を守るのが
厚生労働省。その厚生労働省がそこで働く正規職員のクビを切るので
すか？信じられません。この雇用情勢の中、雇用を失った人の気持ち分
かりますか？私は自殺する人の気持ちが分かります。何百人もの分限
免職者を出したら戦後最悪の政党と一生思い続けます。どうか、本人の
希望を最大限に尊重され、雇用確保をされることを願っています。

長妻厚生労働大臣
私たち親の思いも聞いてください。


